
 
 

 

 
 

 手取川流域では，高標高地域は酸素安定同位体比（δ18O）が低く，沿岸部では δ18O が高くなる“高度効果”を示しま
す（図 1）．高標高からの水を集水する手取川は，扇状地付近の降水よりも低い安定同位体比を示します． 

 扇状地浅層地下水の δ18O 分布は，かんがい期・非かんがい期の二時期で類似した傾向を示し，手取川沿い，特に
右岸側において，河川水が帯水層へ浸透していることが示されます（図 2）．また，河川の地下水への浸透割合は北
東に向かうに従い減少し，北東部ほど水田あるいは降水による涵養の割合が高くなると推定されます． 

 扇状地内の田面水は，降水起源の水が示す天水線（GMWL）から外れ，蒸発線（LEL，傾き 4～6）に沿った同位体比
を示します（図 3）．湛水中の蒸発により濃縮された安定同位体比の高い水が浸透していると推定されます．  

 扇状地の浅層地下水と深層地下水の δ18O は経年的に異なる値を示し，両層の地下水は異なる流動経路を持つとい
えます．また放射性同位体トリチウムより，深層地下水は少なくとも 60 年以上前に涵養されたことが推定され，深層
地下水へは地表からの影響が現われるまでに数十年以上の時間がかかるといえます． 

 地下水中に多く含まれるという特徴を有する放射性同位体ラドンにより，扇端部を流れる河川（安産川）への地下水
湧出が示されます．安産川は冷水魚トミヨの生息南限域に位置し，扇状地で涵養された地下水が湧出することで，扇
端部で安定した水温環境が形成されていると推測されます． 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  図 1：手取川流域の δ18O 分布     図 2：浅層地下水 δ18O 分布（かんがい期）             図 3：水田の δD，δ18O 分布  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  図 4：浅層地下水と深層地下水の δ18O の差異              図 5：流出域の河川の
222Rn 濃度分布（非かんがい期） 
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地球温暖化影響評価に向けた沿岸扇状地地下水の涵養・流出特性の把握 

地下水は地表水に比べて滞留時間が長いため，地球温暖化の影響が地下に及ぶまでには時間を要しますが，地下水
資源への温暖化の影響を評価するためには，地下水がどこで涵養されてどのように流動し，流出するかを把握する必要
があります．本研究では，農業用水利用に伴い，地表水と地下水の交流現象が頻繁に生じている沿岸扇状地を対象に，
水素・酸素安定同位体比，放射性同位体の観測を地下水，地表水において行い，扇状地内の地下水の涵養・流出特性を
把握します． 

成果の概要 
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